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一 般  質  問  通  告  者  一  覧 

   令和元年１２月 

順序 氏   名 通   告   内   容 

１ 岩 波 万佐巳 

１．食品ロスについて 

（１）学校給食の残食について 

（２）食育について 

（３）３０・１０運動について 

（４）飲食店・旅館・ホテルとの連携について 

（５）フードドライブの取り組みについて 

 

２．移住について 

（１）諏訪市の取り組み・現状について 

（２）何をＰＲしていくのか 

（３）連携について 

 

３．諏訪市地域おこし協力隊について 

（１）導入の経過・概要について 

（２）「すわっチャオ」の取り組みについて 

（３）今後の取り組みについて 

 

４．すわまちくらぶについて 

（１）これからの運営方法について 

２ 森 山 博 美 

１．諏訪市の観光について 

（１）諏訪市の観光目玉の花火大会について 

①コンセプト 

②中止の考え 

③報告事項から 

④収支の見通し 

⑤実行委員会について 

⑥課題と改善策 

⑦今後の展望 

⑧観光協会の連携 

 

２．市民課キャッシュレス化について 
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３ 牛 山  正 

１．企業の事業承継について 

（１）事業承継が困難と思われる企業の把握は 

（２）事業承継をサポートする取り組みは 

 

２．産業人材のＵＩＪターン促進について 

（１）諏訪市の魅力、企業の魅力を発信して若者の確保は 

（２）インターンシップ、リケジョツアーの実績、今後の取り

組みは 

 

３．スマート農業振興について 

（１）農業へのＩＯＴ（モノのインターネット）導入の具体的

取り組みは 

（２）作物のブランド化で活性化策は 

 

４．スポーツの推進による明るいまちづくり 

（１）社会体育の取り組み（スポ少含む）は 

（２）教員の働き方改革による放課後、休日の部活動状況は 

（３）高齢者へのスポーツ振興について 

 

５．地域コミュニティー希薄化について 

（１）諏訪市の状況は 

（２）地域コミュニティー活性化策は 

 

６．消防団の機材購入、屯所建てかえ補助金について 

（１）可搬ポンプ、ホース、部屯所の建てかえ費用の補助率は 

４ 廻 本 多都子 

１．災害被害に対する高齢者の対応について 

（１）避難所対応と福祉避難所 

（２）避難指示、勧告の方法 

①各地の要援護者 

②情報伝達 

（３）今後の課題 

 

２．介護保険制度の見直しから３年たつが、現況と今後について 

（１）サービスの利用状況 

（２）介護度の変化 

（３）制度の見直し、今後はどうなるか 
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①自己負担 

②保険料 

（４）事業所はどうか 

（５）認知症の動向、対応は  

 

３．市内小中一貫校について 

（１）現在進んでいる状況と今後 

（２）内容について 

５ 近 藤 一 美 

１．１２月８日諏訪市主催のセミナー「男が働かない、いいじゃ 

ないか！」の演題（タイトル）に異議あり 

（１）市長に問う、このセミナー「新しい男性の生き方」がな

ぜ「男が働かない、いいじゃないか！」になるのか、開

催する目的、意義、決定までの市長のかかわり方、なぜ

人は働くのか、働くことの考え方（労働観）を問いたい 

（２）担当部署の男女共同参画課の目指す新しい男性の生き方

とはどのような生き方か、また目指す方向性は 

（３）今回のセミナー講師はどのような経過で決定したのか、

タイトル、趣旨の文責はどこか、打ち合わせをどのよう

に行われたのか 

（４）市民の税金で支払うセミナーとして、毎日を必死に働い

ている多くの市民に対して、配慮が足りないのではない

か 

 

２．諏訪市の介護保険事業の運営状況について 

（１）介護認定者数の実態と、人口の同じ岡谷市に比較して少

ない理由は 

①地域包括ケアに早くから取り組んだ成果か 

（２）介護予防及び啓発活動の実態と成果は 

   ①諏訪市は２２３回と岡谷市３４８回と比較して少ないが 

    理由は、市民団体が主催している活動の実態は 

（３）施設入所希望者の待機者の実態と対策 

（４）人手不足により、施設に入所できない事例はあるか 

（５）健康長寿に向けての健常者の体力検定制度の提案 

①健康管理は自己責任、５級から１級まで５段階に分類し 

体力手帳を配布し自己採点で管理 

（６）健康増進施設「すわっこランド」のトレーニングルー
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ム、プール、マレットゴルフ等の、利用状況の実態と更

なる活用方法について 

 

３．第２４回諏訪湖一周ウォークについて、２５回目に向けて 

（１）今年の総括は、１２２０名中諏訪市は３７７人のみ 

    せっかく企画部で担当する意義は何か、企画力不足 

（２）なぜ、岡谷市、下諏訪町が協力でなく共催にできないの

か、市長がリーダーシップをとるべきである 

（３）来年２５回目の記念大会を迎える。組織の見直し、ＰＲ

の仕方、各種団体をもっと巻きこむ必要がある 

（４）観光面でも有望である、サイクリング・ジョギングロー 

ドの整備が進んでいる、生かさない手はない 

６ 小 山 博 子 

１．災害時の対応について 

（１）停電時の電源確保について 

     ①庁舎の持続可能な時間 

     ②防災無線の持続可能な時間 

   ③避難所との連携 

   ④ホームページの稼働は大丈夫か 

（２）臨時災害放送局について 

①開設のタイミングと情報提供の内容について 

②周知方法について 

 

２．風しんの追加的対策 第５期定期接種について 

（１）諏訪市の抗体検査の受診状況 

（２）推進の課題 

（３）周知方法と今後の取り組み 

 

３．環境保全の取り組みについて 

（１）特定外来植物駆除の現状 

     ①霧ヶ峰では 

     ②市街地では 

 （２）今後の駆除の取り組みと最終目標 

（３）特定外来生物の周知について 

 

４．ジョギングロードの安全確保について 

（１）明るさの確保について 
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（２）起伏解消について 

（３）通行区分について 

 

５．視覚障がい者への支援について 

（１）支援の状況について 

（２）点字対応について 

   ①通知送付時の対応について 

   ②窓口の対応について 

７ 牛 山 智 明 

１．働き方改革について 

（１）ゆう活の状況と今後の進め方は 

（２）フレックスタイム制の導入の考えは 

（３）昼寝を取り入れる考えは 

 

２．サンデーリサイクル２年目の状況について  

（１）回収状況、品目別量、市民の声、今後は 

（２）持ち込み場所、上諏訪地区を増やす考えは 

（３）環境教育はどのようにされているのか 

（４）家庭ごみ収集カレンダーの大きさは 

 

３．台風１９号での消防団活動について 

（１）活動内容（主な活動を時系列に） 

（２）対策本部と無線が通じなかった原因は 

（３）上川の土嚢設置の基準、条件は 

（４）上川の土嚢５～１０㎏は耐えられるのか 

（５）コンテナバックの設置の考えは 

（６）河川に水位のわかる表示の設置は 

 

４．成人式のアンケート結果について 

（１）アンケートの結果は 

（２）いつ決まるのか、名称、日にち、会場 

 

５．合葬式墓地について 

（１）申し込み状況、１５年間の管理方法は 

①申し込み途中でのキャンセルの費用は 

（２）１５年後の遺族への連絡、法要の後管理、市民の意見要望、

今後は 
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（３）今後の空いた墓地の活用 

（４）ペットの処理はどのように 

（５）墓地周辺の管理は（道路、草刈り等） 

８ 吉 澤 美樹郎 

１．防災対策・災害対応に関して 

 （１）避難所の運営等に関して 

 （２）避難時の行動について 

 （３）今後の対応に関して 

 

２．次年度の予算編成、事業展開について 

 （１）事業補助の考え方、展開について 

 （２）ふるさと納税・ＧＣＦ等の今後について 

 

３．今後のまちづくりに対する事業展開について 

 （１）諏訪市の将来像について 

 （２）駅周辺の取り組みについて 

 （３）民間の取り組みとの連携について 

９ 小 泉 正 幸 

１．メガソーラーの建設について 

 （１）巨大ソーラーが建設された場合の景観について、諏訪市 

    は観光を前面に押し出しているが、それとの整合性を市 

長はどう考えるか 

 （２）建設予定地を市長は見に行かれたか 

 （３）巨大プロジェクトにおいては、住民が２分され、いつま 

    でも、しこりが残ることが懸念されるが、市長はこの点  

についてどう考えるか 

（４）（株）Ｌｏｏｏｐが操業した場合、固定資産税等どの程

度の増収が見込めるか 

 （５）現在の当市の固定資産税等はどの程度か 

 （６）建設となった場合、総工費はどのくらいで、それによる 

    諏訪市における経済的効果はどれほどか 

  

２．蓼科保養学園の重油流出事故について 

 （１）事故の顛末と経緯について 

    合わせて、設置時期と日ごろの点検の体制と実施状況 

（２）同等の流出事故が懸念される油脂及び薬品類はどの施設 

   に何があるか 

（３）上記（２）に対して、点検体制と実施状況はどうなって 
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   いるか 

（４）今後、設備更新を含めて、どういった計画があるか 

（５）今回の事例から、流出防止に加え拡散防止も必要と考え 

   られるが、その辺の検討は 

（６）今回の事例に鑑み、非常時の初期対応マニュアルは作成 

   したか、あるとすれば見直し等再検討したか 

 

３．ワーケイションの自治体連合参加について 

 （１）どういった意図か 

 （２）所轄部署はどこか 

 （３）今後どうするつもりか、具体的計画は 

 （４）インフラ、建物はどうするのか 

（５）サテライトオフィスやテレワークについてはどう考えて 

   いるのか、展開はどうするのか 

 

４．スマートインターについて 

 （１）竣工予定時期は 

 （２）各計画の概略日程は 

 

５．サイクリングロードについて 

 （１）工事計画（竣工予定等）について 

（２）特に石彫公園付近のレイアウト変更計画は（駐車場拡大 

   は検討するのか） 

１０ 藤 森 靖 明 

１． 台風などの水害対策について 

（１）水害が予想される時の市民への情報提供は 

①河川監視カメラの監視状況は 

②システムトラブルの検証と改善 

③蓼の海周辺の水位監視 

④アンダーパスの進入禁止等の対応 

（２）避難所の課題について 

①避難所での防災士等の協力は 

②防災士の人数は 

③どの様に関わっていただくか 

（３）教育現場での防災授業の取り組みについて 

①小中学校での防災対策授業は 

②学校と地域自治体の防災対策の連携は 
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２．骨髄バンクドナー助成事業補助金制度導入後の状況について 

（１）当市におけるドナー助成補助金制度導入後の状況は 

①ドナー登録者の伸び率は 

②ホームページ以外での周知方法は 

（２）ドナー側、及び移植患者への支援について 

①ドナー登録者の勤務先企業への周知は 

②市職員がドナーになった場合は 

③移植者へのワクチン接種の補助金制度の周知は 

④活動団体のＰＲの推進は 

⑤教育の一環としての取り組みは 

 

３．通過型観光地の問題点について 

（１）最近の当市への観光客数は 

①どのエリアから訪れているか 

②鉄道利用と高速利用の比率は 

③駐車場の状況は 

④観光スポットの入り込み状況、宿泊施設の利用状況は 

⑤名物、お土産の新しい取り組みは 

（２）朝方、夕方から夜にかけての魅力発信について 

①宿泊客への企画と反響について 

②ＳＮＳを活用した魅力発信の状況は 

③連携事業の進展と民間企業、市民発信活用の考えは 

１１ 小 松 孝一郎 

１．台風１９号や災害履歴を参考とする水害対策 

（１）台風１９号の対応、総括、今後の対応 

①事前対策 

②諏訪市防災気象情報システム、河川監視カメラの活用等      

（２）水害対策での諏訪湖や流入河川の役割・対応 

①諏訪湖の事前放流、河川水門管理、河川整備等 

（３）災害履歴や被災状況の防災対策への反映 

 

２．東南海地震などの災害履歴を参考とする地震対策 

（１）防災拠点、対策本部の考え方 

（２）救援物資や人の輸送の確保 

 

３．防災減災に対する市民への啓蒙啓発 

（１）ハザードマップの活用、見直し 
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４．諏訪市の文化財の発掘、保全、活用について 

（１）諏訪市の文化財の状況 

（２）諏訪市に埋もれている文化財発掘（お宝さがし）や認定・ 

保全に対する考え方 

（３）観光やふるさと教育への活用、展開 

 

 


